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共感性と感情覚知の関連性についての研究










































































































葛 西 真記子・万 木 歩 美また，感情はとらえるだけではなく，言語的認知によ
り覚知されなければ，感情反応や経験をコントロールす






























































































































































































葛 西 真記子・万 木 歩 美因子分析 大学院１年 大学院２年 臨床心理士 分散分析 多重比較








０．７３ ０．０１ ４．０５ ０．６９ ４．２１ ０．７０ ４．５４ ０．６７ ５．２１＊＊ ＜
１３ 悲しんでいる相手の気持ちを感じ取ろうとし
て，自分もその悲しさを経験したことがある。




０．６５ －０．０３ ３．８５ ０．５９ ４．０９ ０．８４ ４．２０ ０．８４ ２．１７n.s.
８ 腹を立てている人の気持ちを感じとろうとし，
自分もその怒りを経験したことがある。
０．６４ －０．０８ ３．８２ ０．９１ ３．５８ １．２５ ４．２０ ０．８７ ３．５６＊ ＜
４ 相手が喜んでいるときに，その気持ちを感じと
って一緒にうれしい気持ちになったことがある。
０．６３ ０．０３ ４．３１ ０．４７ ４．２１ ０．７８ ４．６６ ０．４８ ６．２９＊＊ ，＜
１１ 相手があることに驚いたと語るとき，その驚き
を自分も感じとったことがある。
０．６０ －０．０１ ３．９０ ０．７９ ３．９４ ０．６６ ４．２０ ０．６４ ２．１０n.s.
２０ 相手が何かを期待しているときに，そのわくわ
くした気持ちを感じとったことがある。




０．５９ －０．０５ ４．１０ ０．６８ ４．２１ ０．５５ ４．２４ ０．８０ ０．４５n.s.
１０ 相手が何かを恐がっているときに，その人の体
験している恐さを感じとったことがある。
０．５８ ０．０５ ３．６７ ０．７４ ３．４２ １．１７ ４．０７ ０．７５ ５．０６＊＊ ＜
因子分析 大学院１年 大学院２年 臨床心理士 分散分析





－０．０４ ０．８６ ３．２８ ０．９４ ３．４５ １．０９ ３．５１ ０．９８ ０．５６n.s.
１９ 相手が何かを恐がっていても，自分はその恐さ
を感じなかったことがある。
－０．０４ ０．７８ ３．５９ ０．８８ ３．４５ １．９２ ３．２９ １．１０ ０．８３n.s.
１８ 悲しんでいる相手といても，自分はその人のよ
うに悲しくはならなかったことがある。
－０．１２ ０．７６ ０．１７ ０．０７ ３．０９ １．３１ ３．２４ １．２６ ０．１４n.s.
７ 相手が喜んでいても，自分はうれしい気持ちに
ならなかったことがある。
－０．０７ ０．７６ ３．０８ １．１１ ３．１５ ０．９４ ３．２７ １．１６ ０．３１n.s.
９ 相手が楽しい気分でいても，自分はその人のよ
うに楽しく感じなかったことがある。
０．０５ ０．７５ ３．４４ １．０５ ３．５８ １．２３ ３．５４ １．０７ ０．１６n.s.
５ 相手が何かに苦しんでいても，自分はその苦し
さを感じなかったことがある。
－０．０７ ０．７４ ３．０５ １．１０ ３．３０ １．１９ ３．０７ １．２１ ０．５０n.s.
１２ 相手が何かに腹を立てていても，自分はその人
の怒りがぴんとこなかったことがある。
－０．０１ ０．７４ ３．４６ １．０２ ３．６１ １．０６ ３．５６ ０．１８ ０．１７n.s.
１４ 相手が何かを期待していても，同じようにわく
わくしなかったことがある。
０．０１ ０．６９ ３．４４ ０．９９ ３．７０ ０．８８ ３．４６ １．２３ ０．６５n.s.
６ 相手があることに驚いたと語っても，どうして
そんなに驚くのかわからなかったことがある。










＊＊＊p＜．００１，＊＊p＜０．０１，＊p＜．０５，†p＜．１０，n.s. not significant, SD standard deviation―５８―























































































































































































































全被検査者 大学院１年 大学院２年 臨床心理士 分散分析 多重比較












































































































































































































＊＊＊p＜．００１，＊＊p＜．０１，＊p＜．０５，†p＜．１０，n.s. not significant, SD standard deviation―６１―
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We tested the hypothesis that the emotional awareness of counselors is correlated with their levels of em-
pathy using two scales. The Empathic Experience Scale Revised measured counselors’ levels of empathy with
regard to two aspects : the level of shared experiences and the level of unshared experiences. The Level of
Emotional Awareness Scale was used to evaluate counselors’ levels of emotional awareness. Clinical psycholo-
gists and graduate students who were studying clinical and counseling psychology were instructed to respond to
the utterances of hypothetical clients from the Therapist Response Questionnaire. Results revealed that counsel-
ors’ levels of emotional awareness were positively related to the extent of their experience in clinical practice ;
however, empathy was not found to be related with either of these factors. In items for which the clients’ ut-
terances were complicated, the level of empathy and emotional awareness were positively related. Therefore,
our hypothesis that a greater level of awareness of one’s own emotions is associated with a greater level of
empathy was supported in situations involving complicated cases. This result suggests the need for awareness
training for counselors in graduate schools.
The Relationship between Empathy and Emotional Awareness
Makiko KASAI and Ayumi YURUGI―６７―
